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 近年、エネルギー吸収プロセスに焦点を当

てた研究が行われており、プラズモニックナ

ノ構造は太陽電池および赤外線センサー等の

性能を向上させることが示されている。これ

までの光吸収体に関する研究は赤外領域のも

のが多く報告されてきた。また、我々の研究

室では過去に金属細線を周期的に配置するワ

イヤーグリッド（WG）構造で偏光状態を制

御する偏光素子に応用する研究が行われてき

たが、構造や入射波長次第では透過や反射を

抑え、吸収率が高くなることが確認できた
1)2)。そこで今回、我々はワイヤーグリッド構

造を用いることで表面プラズモンによる異常

吸収現象を応用して、可視光領域の更なる短

波長の光吸収を目指す。また、WG 構造は厳

密波結合解析（RCWA）法を用い，設計に必

要な各パラメータを求めた後、電子線描画装

置により作製した。作製した素子に特定の波

長をもつ TM偏光を入射し、入射角度依存性

評価を行った。 

Auを用いた２層型ＷＧ構造(Fig. 1)への赤色

レーザー（波長 635nm）入射に対する入射角

度依存性評価から反射率において実験値がシ

ミュレーション値より 5%程度大きくなった

が一定の角度帯で急激な減少を確認すること

ができた（Fig. 2）。また、反射率のディップ

とともに吸収率のピークの発生を確認するこ

とができた。磁場分布解析により表面プラズ

モンによる吸収の促進だと考えられる。 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Schematic drawing of double-layer WG structure 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に更なる短波長域での吸収ピークの発生

を狙うために Agを用いた構造を検討した。

Agは Auと比較して、 表面プラズモンの伝

搬損失が少なくプラズマ周波数が小さい。Ag

を用いた二層型 WG 構造への青色レーザー

（波長 450nm）入射に対する入射角度依存性

評価から最低反射率において約 0%とより鋭

い吸収率ピークにおいて最大 91.2%を得るこ

とが確認できた（Fig. 3）。 
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